
『
後
二
条
院
百
首
』
考

－
　
　
九
州
大
学
図
書
館
蔵
本
の
紹
介
を
兼
ね
て

は
じ
め
に

『
後
二
条
院
百
首
』
は
、
有
吉
保
・
田
村
柳
壱
両
氏
に
よ
っ
て
、
近
年
そ
の

翻
刻
と
紹
介
が
な
さ
れ
（
『
後
二
条
院
百
首
』
　
（
仮
称
）
1
－
痢
刻
と
紹
介
1

－
、
『
語
文
』
第
五
二
蹄
、
昭
和
5
6
・
6
）
、
注
目
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。
両

氏
も
そ
の
中
で
述
べ
て
お
ら
れ
る
如
く
、
『
後
二
条
院
首
首
』
の
存
在
は
従
来

指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
詳
細
な
紹
介
や
研
究
は
な
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

そ
の
点
で
、
有
富
・
田
村
両
氏
の
翻
刻
と
紹
介
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

両
氏
は
、
『
後
二
条
院
首
首
』
の
伝
本
と
し
て
、
Ⅲ
大
阪
大
学
国
文
学
研
究

宝
蔵
『
後
鳥
羽
院
徴
集
』
附
取
木
と
、
佃
国
立
公
文
古
館
蔵
内
閣
文
庫
太
『
詠

法
華
経
百
首
和
歌
』
　
（
尊
円
親
王
和
歌
首
首
）
附
戟
本
と
を
紹
介
さ
れ
、
そ
の

内
容
・
成
立
、
資
料
的
価
値
を
述
べ
ら
れ
た
上
で
、
川
大
阪
大
学
国
文
学
研
究

室
蔵
本
を
底
本
と
し
て
翻
刻
し
、
佃
国
立
公
文
㌫
飽
蔵
内
閻
文
庫
本
で
校
合
を

さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
事
に
わ
た
る
が
、
私
も
三
年
前
に
後
鳥
羽
院
御
集
の
諸
太
を

調
査
し
て
い
て
、
徴
集
に
附
赦
さ
れ
た
こ
の
百
首
を
知
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

山
　
崎
　
桂
　
子

時
は
そ
れ
が
後
二
条
院
の
百
首
で
あ
る
と
は
気
づ
か
ず
、
後
鳥
羽
院
の
新
出
の

百
首
で
は
な
い
か
と
心
躍
ら
せ
た
が
、
後
に
大
阪
大
学
国
文
学
研
究
宝
蔵
の
後

鳥
羽
院
徴
集
（
以
下
、
阪
大
太
と
略
称
す
る
）
を
見
て
、
そ
の
百
首
の
内
題
が

「
後
鳥
羽
院
御
百
首
」
と
見
せ
消
ち
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
疑
念
を
抱
き
、

七
l
ゝ
、
、
ヾ
＋
さ

有
吉
保
氏
の
指
摘
（
『
私
家
集
大
成
　
第
四
巻
　
中
世
I
』
後
鳥
羽
院
解
題
七

二
頁
）
を
知
る
に
及
ん
で
、
後
二
条
院
の
百
首
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

私
が
最
初
に
見
た
『
後
二
条
院
百
百
』
は
、
九
州
大
学
附
属
中
央
図
詔
館
蔵

萩
野
文
庫
本
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
　
（
以
下
、
九
大
本
と
略
称
す
る
）
に
附
載
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
順
次
、
阪
大
本
、
内
閣
文
庫
本
と
東
へ
見
て

行
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
他
に
も
『
後
二
条
院
百
首
」
を
伝
え
る
伝
本
は
な

い
も
の
か
と
、
い
ろ
い
ろ
捜
し
て
み
た
が
、
右
の
三
本
の
外
に
は
今
の
と
こ
ろ

出
会
わ
な
い
。

さ
て
、
こ
の
九
大
本
に
つ
い
て
は
、
有
言
・
田
村
両
氏
の
紹
介
に
な
い
の
で
、

こ
の
九
大
本
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
附
我
の
『
後
二
条
院
百
首
』
に
つ
い
て
、
両

氏
の
御
研
究
に
拠
り
つ
つ
、
簡
単
な
紹
介
を
し
た
い
と
思
う
。
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）（

ま
ず
、
九
大
本
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
の
書
誌
に
つ
い
て
記
す
。
尚
、
こ
の
伝

太
は
、
『
国
書
総
目
録
』
に
は
載
せ
る
が
、
『
私
家
集
伝
本
吾
目
』
に
は
兼
職

で
あ
る
。

〇
九
州
大
学
附
属
中
央
図
書
館
蔵
萩
野
文
庫
本
『
後
鳥
羽
院
机
集
』

整
理
番
号
〔
萩
野
文
庫
　
コ
　
六
五
〕
。
列
帖
装
一
冊
。
縦
一
八
・
〇
糎
、

杭
一
二
・
六
糎
。
表
紙
は
若
草
色
地
に
金
糸
で
牡
丹
花
文
様
を
織
る
布
表
紙
。

表
紙
左
肩
に
題
冴
（
馬
の
子
、
小
短
冊
、
上
部
に
標
色
打
折
れ
り
）
が
あ
り
、
外

題
は
「
後
鳥
羽
御
築
上
」
。
太
文
料
紙
は
鳥
の
子
。
見
返
し
は
太
文
共
紙
に
、

銀
の
切
箔
散
ら
し
。
墨
付
七
七
丁
。
遊
紙
は
首
一
丁
、
尾
六
丁
。
一
両
十
行
。

一
首
一
行
書
。
虫
損
も
な
く
、
丁
重
な
保
存
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

但
し
、
外
題
に
「
後
鳥
羽
御
集
上
」
と
あ
る
も
、
下
冊
に
あ
た
る
も
の
は
な
く
、

恐
ら
く
伏
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
後
述
）
。
書
写
は
江
戸
初
期
の
も
の
と
覚

し
い
。ま
た
、
首
の
遊
紙
表
に
、
縦
二
二
・
四
糎
、
楕
一
・
五
糎
ほ
ど
の
格
紙
片
を

貼
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
「
松
崎
主
計
頭
殿
俊
章
朝
臣
」
と
墨
書
し
て
い
る
。

第
一
宇
目
「
松
」
は
桔
紙
片
の
剥
落
に
よ
っ
て
読
み
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
松

崎
主
計
頭
は
、
『
願
伝
明
名
録
』
　
（
日
太
古
典
全
集
）
に
よ
る
と
、
「
小
川
坊

城
俊
完
卿
末
子
、
号
松
崎
主
計
頭
」
と
あ
る
。
父
の
俊
完
は
、
『
公
卿
補
任
』

に
よ
る
と
、
慶
長
一
四
年
（
一
六
〇
九
）
　
の
生
ま
れ
、
明
暦
三
年
（
〓
ハ
五
七
）

に
前
権
大
納
言
正
二
位
で
出
家
し
、
法
名
を
常
空
と
l
亭
っ
。
俊
章
は
こ
の
俊
完

の
末
子
に
当
る
わ
け
だ
が
、
『
頗
伝
明
名
録
』
以
上
の
事
は
今
の
と
こ
ろ
わ
か

ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
俊
完
の
男
で
俊
章
の
兄
に
あ
た
る
俊
広
は
、
寛
永
元
年

（
一
六
二
四
）
の
生
ま
れ
で
、
元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
）
　
に
、
従
一
位
前
権

大
納
言
（
六
十
才
）
で
琵
じ
て
い
る
（
公
卿
補
任
）
。
こ
の
俊
広
は
、
『
日
本

吉
蹟
大
鑑
』
　
（
小
松
茂
美
編
、
講
談
社
）
に
、
根
津
美
術
鮨
蔵
の
短
冊
一
葉
を

以
て
手
蹟
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
松
崎
主
計
頭
殿
俊
壷
朝
臣
」
と
い
う
紙
片
は
一
休
何
を
意
味
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
「
　
－
　
殿
　
－
　
朝
臣
」
と
い
う
表
記
は
不
審
で
あ
る
が
、
或
は

俊
童
の
書
写
、
所
蔵
に
か
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
俊
章
に
は
、
著

作
そ
の
他
見
あ
た
ら
な
い
。

そ
の
他
に
、
首
の
遊
紙
の
表
と
第
一
丁
表
と
に
「
竹
□
歌
女
輔
」
の
朱
印
を

捺
す
。
口
の
所
は
押
印
が
鮮
明
で
な
い
た
め
判
読
に
苦
し
む
が
、
「
紫
」
ま
た

は
「
柴
」
と
読
ま
れ
る
。
「
竹
紫
（
柴
）
歌
女
輔
」
と
は
誰
の
こ
と
な
の
か
、

今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
尚
、
萩
野
文
庫
は
、
萩
野
由
之
氏
の
旧
蔵
吾
が
寄

託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
が
九
大
木
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
の
書
誌
で
あ
る
が
、
後
二
条
院
の
百
首

は
こ
の
奥
に
附
載
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
九
大
本
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
は

阪
大
本
の
『
後
鳥
羽
院
徴
集
』
と
同
系
で
、
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
、
恐
ら
く

二
本
は
兄
弟
木
と
い
う
に
近
い
関
係
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
惜
し

む
ら
く
は
、
先
述
の
如
く
九
大
本
は
上
冊
の
み
で
下
冊
を
欠
い
て
い
る
。
が
、

も
と
は
阪
大
本
と
同
じ
く
上
下
二
冊
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
後
鳥
羽

院
御
集
の
写
本
は
通
例
一
冊
本
で
あ
る
が
、
阪
大
太
・
九
大
太
の
み
上
下
二
冊

に
わ
か
れ
て
お
り
、
形
態
的
に
も
共
通
す
る
。
）

阪
大
本
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
の
内
容
や
、
御
集
伝
本
中
で
の
特
色
な
ど
に
つ

い
て
は
、
小
島
吉
雄
氏
の
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
に
於
け
る
記
述
、
有
吉
保
氏

の
『
私
家
集
大
成
』
　
（
前
述
）
解
題
に
詳
し
い
の
で
、
今
は
触
れ
な
い
が
、
私

の
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
御
集
伝
本
で
、
こ
の
増
補
本
系
に
あ
た
る
の
は
今

の
と
こ
ろ
阪
大
本
と
九
大
本
の
二
伝
本
の
み
で
あ
る
、
二
伝
本
と
も
増
補
部
分
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に
後
二
条
院
の
百
首
を
収
め
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
後
二
条
院
百
首
も

後
鳥
羽
院
御
集
に
附
戟
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
こ
の
二
本
の
み
と
い
う
こ
と
に

な
る
。さ
て
、
九
大
本
附
載
の
『
後
二
条
院
百
首
』
は
阪
大
本
と
同
じ
く
、
御
集
上

冊
の
六
二
丁
表
か
ら
七
〇
丁
某
の
中
ほ
ど
ま
で
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
六
一
丁

ま
で
は
、
後
鳥
羽
院
の
作
品
1
正
治
初
度
首
首
か
ら
詠
五
百
首
和
歌
ま
で
－

－
が
書
写
さ
れ
、
七
〇
丁
裏
の
申
ほ
ど
か
ら
は
、
ま
た
増
補
さ
れ
た
後
鳥
羽
院

の
作
品
　
－
　
「
七
條
院
け
ふ
あ
す
と
も
知
ぬ
身
に
…
…
…
、
た
ら
ち
め
の
き
え

や
ら
て
待
露
の
身
を
風
よ
り
さ
き
に
い
か
て
と
は
ま
し
」
　
「
家
隆
卿
和
訝
は
む

か
し
よ
h
ソ
の
・
…
…
＝
、
波
間
亭
き
お
き
の
こ
し
ま
の
浜
ひ
さ
し
久
し
く
成
ぬ
都

へ
た
て
ゝ
　
（
他
十
一
首
）
」
　
「
遠
島
百
首
」
　
－
　
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
上
冊

す
べ
て
同
一
筆
に
労
る
。

九
大
太
の
場
合
、
『
後
二
条
院
百
首
』
部
分
の
内
題
は
な
く
、
い
き
な
り
「
春

二
十
首
」
で
始
ま
っ
て
い
る
（
阪
大
本
は
「
後
鳥
羽
院
勧
首
首
」
、
内
悶
文
庫
本

l
く
、
ヾ
ヽ
ヾ
．
ヾ

は
「
後
鳥
羽
院
勧
百
首
」
の
内
題
を
持
つ
）
。
歌
数
は
九
十
九
百
で
、
阪
大
本
・

内
閣
文
庫
太
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
阪
大
本
が
六
八
丁
と
六
九
丁
と
の
間
に

位
置
す
べ
き
8
1
番
歌
か
ら
∽
番
歌
ま
で
の
一
丁
を
上
冊
最
末
尾
に
誤
綴
し
て
い

る
（
有
吉
・
田
村
氏
論
文
）
と
い
う
点
は
、
九
大
本
に
は
見
ら
れ
ず
誤
綴
ほ
な

い
。
そ
の
他
、
九
大
本
は
『
後
二
条
院
百
首
』
恋
の
部
の
6
1
6
2
6
3
6
5
6
6
6
7
6
8
6
9
7
0

7
1
7
5
7
6
の
十
二
首
に
つ
き
、
歌
頭
に
○
印
（
塁
、
後
筆
と
覚
し
い
）
を
付
す
。

ヽ
ノ二（

『
後
二
条
院
音
」
の
太
文
に
つ
い
て
、
内
閣
文
票
．
阪
大
木
．
家
箆
、

九
大
本
を
加
え
て
、
比
較
・
考
察
し
て
み
る
と
、
以
下
の
如
く
三
点
の
こ
と
が

わ
か
る
。

日
限
大
木
と
九
大
本
に
は
、
共
通
す
る
親
木
霊
を
想
定
で
き
、
両
本
は
そ
の

半
本
か
ら
の
転
写
太
で
、
兄
弟
本
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
（
∬
太
は
既
に
『
後

二
条
院
百
首
』
を
附
載
し
た
『
後
鳥
羽
院
徴
集
』
の
形
で
あ
っ
た
ろ
う
。
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
異
同
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
以
下
、

歌
の
引
用
は
阪
大
太
に
よ
っ
て
す
る
。
番
号
も
有
言
・
田
村
両
氏
の
付
け
ら
れ

た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

8
　
梅
か
香
を
し
る
へ
に
は
し
て
し
り
知
す
な
に
ゝ
あ
や
な
く
や
と
は
わ
く
へ

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
梅
）

算
四
句
を
内
閣
文
庫
太
・
家
集
で
は
「
な
に
か
あ
や
な
く
」
と
し
、
阪
大
木
・

九
大
本
は
「
な
に
ゝ
あ
や
な
く
」
と
す
る
。
こ
の
歌
は
、
伊
勢
物
語
「
右
近
の

馬
場
の
ひ
を
り
の
日
」
の
段
の
歌
、

し
る
し
ら
ず
な
に
か
あ
や
な
く
わ
き
て
い
は
む
お
も
ひ
の
み
こ
そ
し
る
べ

な
り
け
れ

（
伊
勢
物
語
・
古
今
集
4
7
7
）

と
、
も
う
一
首
、

花
の
番
を
風
の
た
よ
り
に
た
ぐ
へ
て
ぞ
鴬
さ
そ
ふ
し
る
ペ
に
は
や
る

（
古
今
集
1
3
）

に
拠
っ
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
太
文
と
し
て
は
、
内
閣
文
庫
本
・
家
集

の
「
な
に
か
あ
や
な
く
」
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
阪
大
太
・
九
大
本
は
、
踊
字
を

「
か
」
に
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
両
本
の
類
似
性
が
指
摘
で
き
る
。

・
不
ノ

1
5
　
山
さ
く
ら
ほ
れ
さ
く
花
に
物
そ
お
も
ふ
よ
し
の
1
風
吹
そ
め
L
よ
り（花）

本
ノ

第
二
句
が
内
閣
文
庫
本
は
「
は
れ
せ
て
」
、
阪
大
本
は
「
は
れ
さ
く
」
、
九
大

本
は
「
か
れ
さ
く
」
と
な
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
「
せ
て
」
の
連
綿
が
コ
亡
く
」

と
誤
写
さ
れ
、
そ
の
「
は
れ
さ
！
」
に
疑
問
を
持
っ
た
阪
大
太
が
「
太
ノ
」
と
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注
記
し
、
九
大
太
は
更
に
、
「
は
」
と
「
か
」
の
誤
写
を
想
定
し
て
、
「
か
れ

さ
く
」
　
（
枯
咲
く
）
と
意
味
を
と
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
来
的
に
は
、

や
は
り
「
は
れ
せ
て
」
と
あ
る
べ
き
で
、
吉
野
の
嵐
の
吹
き
初
め
た
日
か
ら
、

心
は
花
へ
の
物
思
い
で
す
っ
き
り
と
晴
れ
る
こ
と
も
な
い
と
い
う
気
持
で
あ
ろ

う
。
「
は
れ
せ
で
」
と
は
、
心
理
的
な
状
態
と
同
時
に
、
吾
野
山
が
嵐
に
よ
っ

て
白
く
曇
り
、
山
桜
が
は
っ
き
り
と
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
を
も
示
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
は
、
「
は
れ
せ
て
」
を
「
は
れ
さ
く
」
と
誤
写
し
た
∬

本
を
想
定
し
て
、
そ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
雷
写
し
た
の
が
阪
大
本
と
九
大
太
と
考
え

る
の
が
妥
当
で
あ
．
ろ
う
。

2
4
　
白
雲
の
道
ゆ
き
ふ
り
の
は
と
1
き
す
た
か
こ
と
つ
て
の
事
か
た
ら
な
ん

（
郭
公
）

第
五
句
を
、
内
閣
文
庫
本
・
家
集
は
「
か
た
る
ら
ん
」
と
し
、
阪
大
本
・
九
大
本

は
「
か
た
ら
な
ん
」
と
す
る
。
「
た
か
こ
と
つ
て
の
事
」
を
「
か
た
る
」
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
こ
は
あ
つ
ら
え
で
な
く
、
推
量
の
「
か
た
る
ら
ん
」
が
良
か
ろ

う
。
恐
ら
く
「
る
」
と
「
ら
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。

本
ノ

2
9
　
な
る
神
の
こ
ゑ
の
と
を
ち
に
ぬ
る
ま
ゝ
に
ふ
り
す
き
て
行
夕
立
の
雨

（
夕
立
）

第
二
・
三
句
を
、
内
閣
文
庫
本
は
「
こ
ゑ
の
と
を
ち
に
な
る
ま
ゝ
に
」
、
阪
大

ネ
ノ

太
は
「
こ
ゑ
の
と
を
ち
に
ぬ
る
ま
1
に
」
、
九
大
本
は
「
こ
ゑ
の
と
を
ち
に
ぬ

る
ま
1
に
」
、
家
集
は
「
こ
ゑ
の
と
を
に
ち
な
る
ま
1
に
」
と
す
る
。
「
と
を

ち
」
と
は
「
と
は
ぢ
（
遠
方
）
」
の
意
で
あ
る
。
玉
葉
集
に
は
、

夕
立
の
と
は
ぢ
を
過
ぐ
る
雲
の
下
に
降
り
来
ぬ
雨
ぞ
よ
そ
に
見
え
行
く

（
九
條
左
大
臣
女
、
玉
葉
集
4
1
4
）

暮
れ
か
ゝ
る
と
は
ぢ
の
空
の
夕
立
に
山
の
璃
み
せ
て
て
ら
す
稲
妻

（
藤
原
定
成
朝
臣
、
玉
葉
集
想

な
ど
と
、
夕
立
を
詠
ん
だ
歌
が
見
え
、
家
集
の
本
文
「
こ
ゑ
の
と
を
に
ち
な
る

ま
1
に
」
は
語
義
を
見
失
っ
た
誤
伝
で
あ
る
。
本
来
は
内
閣
文
庫
本
の
如
く
「
と

を
ち
に
な
る
ま
1
に
」
が
正
し
く
、
雷
の
芦
が
遠
く
な
っ
て
ゆ
く
に
つ
れ
て
、

さ
っ
と
降
り
過
ぎ
て
ゆ
く
夕
立
の
雨
で
あ
る
よ
、
と
の
意
で
あ
ろ
う
。
阪
大
本

・
九
大
太
に
つ
い
て
は
、
1
5
歌
の
場
合
と
同
様
に
、
霊
本
が
、
「
な
る
ま
1
に
」

を
夕
立
の
連
想
か
ら
「
ぬ
る
ま
1
に
」
と
誤
写
し
、
疑
念
を
抱
い
た
阪
大
本
は

「
太
ノ
」
と
注
し
、
九
大
本
は
霊
水
そ
の
ま
ま
を
書
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

、
、

4
5
　
よ
こ
雲
の
あ
く
る
外
山
を
よ
そ
に
見
て
月
は
よ
ふ
か
き
物
の
空
哉
（
月
）

－
凹

第
二
句
を
内
閣
文
鹿
本
の
み
「
あ
く
る
外
山
も
」
と
す
る
が
、
意
味
的
に
は
諸
本

に
拠
っ
て
「
あ
く
る
外
山
を
」
が
良
か
ろ
う
。
下
旬
の
第
五
句
に
も
異
同
が
あ

り
、
内
閣
文
庫
本
は
「
西
の
空
栽
」
、
阪
大
本
は
右
指
の
如
く
「
物
の
空
栽
」

を
、
、
、
セ
ケ
チ
で
「
西
」
と
訂
し
て
い
る
。
一
方
、
九
大
本
は
「
物
の
空
哉
」
と

し
て
い
る
。
こ
こ
は
も
ち
ろ
ん
「
西
の
空
哉
」
が
正
し
い
が
、
阪
大
本
・
九
大
本
の

親
木
ガ
が
誤
っ
て
「
物
の
空
哉
」
と
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
え
る
。
阪
大
太
は

そ
れ
に
気
づ
い
て
訂
し
、
九
大
本
は
そ
の
ま
ま
㌫
写
し
た
の
で
あ
る
。

7
4
　
つ
れ
な
し
と
恋
光
れ
し
世
は
む
か
し
に
て
心
う
は
さ
の
身
を
そ
う
ら
む
る

よ
秋

（
逢
不
逢
恋
）

こ
の
歌
も
先
の
例
と
同
様
で
、
阪
大
太
・
九
大
本
の
親
木
は
同
一
の
∝
太
で
、

こ
の
∬
太
が
誤
っ
た
太
文
を
伝
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
第
二
句
を
内
閣
文
庫
太
・
家
集
は
「
恋
ら
れ
し
」
と
し
、
阪
大
太
は
「
恋

－
労
れ
し
」
、
九
大
本
は
「
恋
う
れ
し
」
と
す
る
。
ま
た
、
第
四
句
も
内
閣
文
庫

本
・
家
集
は
「
心
よ
は
さ
の
」
、
阪
大
太
は
、
「
心
事
は
さ
の
」
、
九
大
本
は

「
心
う
は
さ
の
」
と
す
る
。
い
ず
れ
も
内
閣
文
庫
本
・
家
集
太
文
に
拠
る
べ
き

と
こ
ろ
で
あ
る
。

佃
家
集
本
文
と
他
三
木
と
の
異
同
の
う
ち
に
は
、
単
な
る
書
写
時
の
誤
写
に
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よ
っ
て
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
百
首
か
ら
家
集
へ
選
ば
れ
る
時
に
改
作
が
行
わ

れ
た
た
め
に
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

1
4
　
色
ま
か
ふ
雲
な
へ
た
て
そ
は
な
の
あ
た
り
見
つ
ゝ
し
の
は
ん
み
よ
し
野
の

山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
）

こ
の
歌
の
第
四
句
は
、
内
閣
文
庫
本
・
阪
大
本
・
九
大
本
共
に
「
見
つ
ゝ
し
の

は
ん
」
で
あ
る
が
、
家
集
で
は
「
見
つ
1
く
ら
さ
ん
」
と
な
っ
て
い
る
。
花
の
色

と
ま
が
え
て
し
ま
い
そ
う
な
白
雲
よ
隔
て
て
く
れ
る
な
、
私
は
み
よ
し
野
の
山

の
桜
を
見
な
が
ら
蓉
ら
そ
う
と
思
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
と
の
意
で
あ
れ
ば
家

集
の
本
文
の
方
が
良
い
。
他
の
三
本
の
「
し
の
は
ん
」
で
は
、
上
旬
で
「
雲
な

へ
た
て
そ
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
と
吻
合
し
な
い
。
「
く
ら
さ
ん
」
と
「
し
の

は
ん
」
の
両
本
文
の
問
で
は
誤
写
の
可
能
性
も
考
え
に
く
い
の
で
、
百
首
を
詠

ん
だ
当
初
は
「
し
の
は
ん
」
だ
っ
た
も
の
が
、
楕
撰
さ
れ
る
時
に
「
く
ら
さ
ん
」

と
改
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

4
7
　
誰
な
ら
ん
さ
き
た
つ
こ
ま
の
音
は
し
て
霧
に
こ
め
た
る
せ
た
の
長
は
し
（
畢

第
四
句
を
家
集
の
み
「
霧
に
へ
た
つ
る
」
と
す
る
。

木
ノ
マ
、

9
3
　
住
吉
の
神
も
あ
は
れ
と
ま
も
ら
な
ん
心
に
か
ゝ
る
秋
け
の
う
ら
な
み

（
述
懐
）
本
ノ

第
五
句
は
、
内
閣
文
庫
本
・
家
集
が
「
和
苛
の
う
ら
な
み
」
、
阪
大
本
が
「
秋

が
の
う
ら
な
み
」
、
九
大
太
が
「
秋
け
の
う
ら
な
み
」
で
、
こ
れ
は
「
和
苛
の

う
ら
な
み
」
が
正
し
く
、
Ⅲ
の
用
例
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
改
作

か
と
思
わ
れ
る
の
は
第
三
句
で
家
集
の
み
「
お
も
は
な
ん
」
と
す
る
。

以
上
の
他
に
も
、
改
作
か
と
思
わ
れ
る
所
が
数
箇
所
あ
る
。
後
二
条
院
の
家

集
自
体
に
も
、
見
せ
消
ち
・
重
ね
古
き
・
柿
入
・
傍
苗
な
ど
が
見
ら
れ
、
推
敲

が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

川
内
閣
文
庫
本
・
阪
大
本
・
九
大
本
・
家
集
の
四
本
の
う
ち
、
一
つ
の
伝
本

の
本
文
が
全
面
的
に
良
い
と
は
言
え
な
い
。
あ
る
本
が
良
い
本
文
を
伝
え
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
逆
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。
従
っ
て
、
四
本
を
併
せ
考
察

す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
四
本
の
う
ち
、
九
大
本
は
雷
写
時
の
ケ
ア
レ
ス
ミ

ス
と
思
わ
れ
る
も
の
が
比
較
的
多
く
、
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

1
6
　
た
れ
か
こ
の
雪
と
月
と
に
た
く
へ
け
ん
な
へ
て
に
も
あ
ら
ぬ
花
の
色
香
を

（花）

第
五
句
「
花
の
色
香
を
」
を
、
内
閣
文
庫
本
の
み
「
花
の
色
か
も
」
と
す
る
。

内
閣
文
醗
本
の
誤
写
で
あ
り
、
阪
大
本
・
九
大
本
の
本
文
の
方
が
良
い
と
思
わ

れ
る
例
で
あ
る
。
同
様
の
例
に
、

9
0
お
と
ろ
か
て
な
れ
ぬ
る
程
も
あ
は
れ
也
な
く
さ
を
し
か
の
庭
の
草
ふ
し
（
山
家
）

が
あ
る
。
第
四
句
を
内
閣
文
庫
本
の
み
「
な
く
ま
を
し
か
の
」
と
誤
写
し
て
い

る
。
ま
た
、

8
7
　
会
坂
や
の
こ
り
の
月
の
関
の
戸
を
烏
の
音
き
1
て
こ
ゆ
る
た
ひ
人
（
関
）

の
歌
で
は
、
内
閣
文
庫
本
は
第
四
句
を
「
鳥
の
き
1
て
」
と
一
字
脱
し
て
い
る
。

一
方
、
次
の
例
、

4
8
　
な
か
れ
行
末
は
と
ま
ら
す
た
っ
た
川
も
み
ち
の
か
け
を
あ
ら
ふ
白
波

（
紅
葉
）

で
は
、
第
二
句
を
阪
大
太
・
九
大
本
が
「
末
は
と
ま
ら
す
」
と
し
、
内
閣
文
庫

太
・
家
集
が
「
末
は
そ
ま
ら
す
」
と
す
る
。
こ
の
歌
は
、
紅
更
の
流
れ
る
立
田

川
も
末
（
下
流
）
に
な
る
と
白
波
に
洗
わ
れ
て
、
唐
紅
に
は
染
ま
ら
な
い
こ
と

だ
、
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
は
内
閣
文
庫
太
・
家
集
の
本
文
が
良
い

こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
内
閣
文
庫
本
・
阪
大
本
・
九
大
本
の
三
本
と
も
誤
写
を
生
じ
た
か
と

思
わ
れ
る
例
も
あ
る
。
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・
不
ノ

5
0
　
暁
の
か
ね
ま
つ
程
の
う
き
の
ま
を
秋
と
お
も
ふ
そ
か
な
し
か
り
け
る

（
九
月
尽
）

こ
の
歌
の
第
三
句
を
内
閣
文
庫
本
・
九
大
本
は
「
う
き
の
ま
を
」
と
し
、
阪
大

本
は
右
掲
の
如
く
「
舞
き
の
ま
を
」
と
す
る
の
に
対
し
・
家
集
の
み
「
時
の
ま

を
」
と
す
る
。
こ
の
歌
の
題
は
「
九
月
尽
」
で
、
秋
を
惜
し
む
心
の
歌
で
あ
る

か
ら
、
暁
の
鏡
を
待
つ
程
の
短
い
時
の
問
を
、
残
り
少
な
い
秋
と
同
じ
よ
う
な

も
の
だ
と
思
う
こ
と
は
悲
し
い
こ
と
だ
、
の
意
で
あ
り
、
「
時
の
ま
を
」
が
正

し
い
。
「
と
」
と
「
う
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
三
太
が
誤
っ
て
い
る
一

例
で
あ
る
。

九
大
太
の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
に
は
、
「
h
ソ
」
と
「
る
」
の
誤
写
（
4
3
・
7
6
）
、

「
な
」
と
「
れ
」
の
誤
写
（
9
9
）
な
ど
が
あ
る
。

以
上
の
三
点
の
他
に
気
づ
く
と
こ
ろ
で
、
阪
大
本
に
は
他
本
と
の
校
合
を
思

わ
せ
る
異
文
表
記
が
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

ぬ
イ

6
3
　
心
よ
り
又
は
も
ら
さ
む
わ
か
こ
ひ
を
な
み
た
は
し
り
て
年
ふ
り
に
け
り

（
刃
心
恋
）

異
文
表
記
が
あ
る
の
は
こ
の
一
首
だ
け
で
、
阪
大
本
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
内

閣
文
庫
本
も
九
大
本
も
「
も
ら
さ
む
」
で
、
「
も
ら
さ
ぬ
」
と
す
る
本
は
な
い
。

す
る
と
、
阪
大
本
の
み
今
日
知
ら
れ
な
い
異
本
で
校
合
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
6
3
番
歌
を
眺
め
て
み
る
と
、
本
来
の
本
文
「
も
ら
さ
む
」
は
意
味
的

に
お
か
し
い
こ
と
に
気
づ
く
。
私
の
こ
の
恋
心
は
、
我
心
の
他
に
は
何
に
も
も

ら
さ
な
か
っ
た
の
に
、
ど
う
い
う
わ
け
だ
か
涙
は
そ
の
恋
心
を
知
っ
て
流
れ
て
、

も
う
長
い
年
月
が
た
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
の
意
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
も
り
さ
ぬ
」

の
打
消
で
な
い
と
お
か
し
い
。
三
本
と
も
「
も
ら
さ
む
」
で
伝
え
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
見
る
と
、
院
自
身
が
「
も
ら
さ
む
」
と
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
阪
大
本
に
は
、
上
冊
の
六
一
丁
表
（
後
鳥
羽
院
の
詠
五
百
首
和

歌
の
あ
と
）
に
、
「
印
本
是
迄
有
」
　
（
貼
紙
）
と
あ
り
、
裏
見
返
し
に
「
読
合

己
こ
　
「
昂
付
七
十
七
枚
」
、
下
冊
に
も
七
二
丁
表
（
後
鳥
羽
院
の
嘉
禄
二
年
目

歌
合
の
あ
と
）
に
、
「
印
本
是
迄
有
」
　
（
貼
紙
）
、
裏
見
返
し
に
「
読
合
己
こ

「
墨
付
八
十
五
枚
」
と
あ
る
。
「
印
本
是
迄
有
」
と
は
、
阪
大
本
が
霊
本
を
杏
写

し
た
後
、
承
応
二
年
版
本
と
対
校
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

「
印
本
是
迄
有
」
以
下
の
と
こ
ろ
は
版
本
に
無
い
の
で
あ
る
か
ら
、
後
二
条
院

百
首
の
部
分
は
版
本
と
対
校
さ
れ
る
は
ず
は
な
い
。
「
読
合
己
こ
と
は
、
阪
大

本
が
∬
本
を
書
写
し
た
際
、
書
写
の
確
認
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本

文
中
の
吾
入
れ
「
本
ノ
」
　
「
太
ノ
マ
、
」
　
「
○
放
」
な
ど
は
、
全
て
本
文
雷
写

と
同
時
の
同
二
筆
で
あ
る
が
、
問
題
の
6
3
番
歌
の
「
ぬ
イ
」
は
、
本
文
と
同
一
筆

と
し
て
も
、
墨
色
か
ら
見
て
本
文
書
写
時
に
容
か
れ
た
の
で
は
な
い
よ
う
に
見

え
る
（
こ
の
よ
う
な
例
は
、
七
〇
丁
裏
の
「
七
灸
院
」
の
注
記
「
相
子
贈
左
大
臣

信
陸
女
後
鳥
羽
御
母
」
も
同
様
で
あ
る
）
。
恐
ら
く
、
訂
本
書
写
後
、
確
認
の

読
合
の
折
に
で
も
、
6
3
番
歌
の
「
心
よ
り
又
は
も
ら
さ
む
」
に
不
審
を
抱
き
、

「
ぬ
イ
」
と
書
入
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
従
っ
て
、
「
も
ら
さ
ぬ
」
と
い
う

本
文
の
異
本
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

）に

『
後
二
条
院
首
首
』
の
内
容
、
す
な
わ
ち
歌
自
体
に
つ
い
て
、
気
づ
い
た
と

こ
ろ
二
点
を
記
し
て
本
稿
を
結
び
た
い
。

一
点
は
、
後
二
条
院
の
太
百
百
に
は
、
古
今
集
か
ら
の
本
歌
取
り
が
多
く
見

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
を
あ
げ
る
と
、

2
　
を
し
な
へ
て
か
す
む
や
い
っ
こ
あ
ま
つ
空
め
に
は
さ
や
か
に
み
え
ぬ
春
哉
（霞）

は
、
古
今
集
秋
一
六
九
、
藤
原
敏
行
朝
臣
の
、
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秋
来
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
風
の
お
と
に
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ぬ

る

に
拠
っ
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
次
の
歌
、

4
　
野
へ
ち
か
く
年
の
内
よ
り
家
ゐ
し
て
ま
つ
う
く
ひ
す
の
声
を
閻
か
な
令
用
）

は
、
古
今
集
春
一
六
、
読
人
し
ら
ず
の

野
辺
ち
か
く
家
ゐ
し
せ
れ
ば
鴬
の
な
く
な
る
こ
ゑ
は
あ
さ
な
／
＼
　
き
く

を
も
と
に
、
「
年
の
内
よ
り
」
野
辺
ち
か
く
家
ゐ
し
て
、
初
音
を
聞
く
と
い
う

ふ
う
に
、
ほ
ん
の
少
し
趣
向
を
変
え
た
だ
け
で
あ
る
。

6
　
白
妙
に
袖
ふ
り
は
へ
て
こ
よ
ろ
き
や
め
さ
し
も
春
と
い
そ
な
つ
む
也（若
葉
）

：
」
の
歌
は
、
古
今
集
春
二
二
、
貫
之
の

春
日
野
の
わ
か
な
つ
み
に
や
白
妙
の
袖
ふ
り
は
へ
て
人
の
ゆ
く
ら
む

と
、
同
じ
く
古
今
集
東
歌
一
〇
九
四
の
、

こ
よ
ろ
ぎ
の
磯
た
ち
な
ら
し
磯
菓
つ
む
め
ざ
し
濡
ら
す
な
沖
に
を
れ
波

と
を
本
歌
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
述
べ
た
際

掲
げ
た
、

8
　
梅
か
番
を
し
る
へ
に
は
し
て
し
り
知
す
な
に
か
あ
や
な
く
や
と
は
わ
く
へ

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
梅
）

は
、
伊
勢
物
語
（
古
今
集
四
七
七
）
の
「
し
る
し
ら
ず
・
…
・
」
の
歌
と
、
古
今

集
春
一
三
の
「
花
の
番
号
…
こ
の
歌
に
拠
っ
て
詠
ま
れ
て
い
た
。

7
7
　
か
れ
ぬ
や
と
待
し
月
日
に
わ
す
れ
草
し
け
h
ソ
の
み
し
て
霜
は
む
す
は
ん

（
忘
恋
）

こ
の
歌
は
、
初
句
「
か
れ
ぬ
や
と
」
は
内
閣
文
庫
本
。
阪
大
本
で
、
九
大
本
は

「
か
れ
ぬ
と
や
」
と
す
る
。
ま
た
、
第
五
句
も
異
同
が
あ
り
、
「
霜
は
む
す
は

ん
」
は
阪
大
本
・
九
大
本
で
、
内
閣
文
庫
本
は
「
霜
は
む
す
は
す
」
と
す
る
。

7
7
歌
の
本
歌
は
、
古
今
集
恋
八
〇
一
、
宗
干
朝
臣
の

忘
草
か
れ
も
や
す
る
と
つ
れ
も
な
き
人
の
心
に
L
も
ほ
お
か
な
ん

で
あ
る
。
古
今
集
の
こ
の
歌
を
ふ
ま
え
て
、
後
二
条
院
詠
は
、
忘
恋
を
詠
ん
で

い
る
。
そ
の
歌
意
は
、
恋
し
い
人
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
言
う
あ
の
忘
草

な
ん
て
、
箱
が
降
り
て
枯
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
（
ま
た
思
い
出
し
て
く
れ
る
だ

ろ
う
）
と
期
待
し
て
待
っ
て
い
た
月
日
の
う
ち
に
、
な
ん
と
忘
輩
は
す
っ
か
り

繁
っ
て
し
ま
う
一
方
で
、
一
向
に
箱
が
降
り
て
枯
れ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な

い
こ
と
だ
、
と
な
ろ
う
。
従
っ
て
、
本
文
と
し
て
は
、
初
句
は
、
「
と
や
」
「
や

と
」
い
ず
れ
で
も
良
い
が
、
第
五
句
は
内
閣
文
庫
本
の
「
笛
は
む
す
は
す
」
の

打
消
し
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
後
二
条
院
詠
に
は
、
古
今
集

の
歌
を
本
歌
と
し
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。

も
う
一
点
の
気
づ
き
は
、
次
の
歌
、

3
1
　
い
と
は
や
と
す
ゝ
し
き
か
せ
か
を
と
め
こ
か
袖
ふ
る
山
に
秋
た
つ
ら
し
も

（
初
秋
）

に
関
し
て
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
『
後
二
条
院
百
首
』
秋
の
部
の
第
一
首
目
で

あ
る
。
太
歌
と
し
て
は
、
拾
遺
集
雑
恋
一
二
一
〇
、
柿
本
人
丸
の
、

少
女
子
が
袖
ふ
る
山
の
瑞
垣
の
久
し
き
世
よ
り
お
も
ひ
そ
め
て
き

が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
も
っ
と
よ
く
類
似
し
て
い
る
の
は
、

こ
の
寝
ぬ
る
朝
げ
の
風
の
少
女
子
が
袖
ふ
る
山
に
秋
や
き
ぬ
ら
む

と
い
う
後
鳥
羽
院
の
歌
で
あ
る
。
拾
遺
集
人
丸
の
恋
の
歌
を
、
秋
の
歌
に
し
て

い
る
点
や
、
特
に
第
二
句
以
下
は
強
い
影
響
関
係
を
想
わ
せ
る
。
後
鳥
羽
院
詠

は
、
建
保
四
年
の
百
首
の
も
の
で
、
秋
の
第
一
首
目
、
続
後
撰
集
秋
上
の
巻
頭

歌
（
二
二
九
）
　
で
も
あ
る
。

後
二
条
院
の
3
1
歌
と
後
鳥
羽
院
の
建
保
四
年
百
百
中
の
歌
と
の
類
似
は
、
『
後

二
条
院
百
首
』
が
な
ぜ
後
鳥
羽
院
の
百
首
で
あ
る
と
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
た
の
か
、
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と
い
う
疑
問
に
関
わ
っ
て
く
る
。
本
来
、
こ
の
百
首
は
、
後
二
条
院
白
身
に
よ

っ
て
、
「
百
首
」
或
い
は
無
外
題
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
ど
う
い

う
事
情
で
、
内
閣
文
庫
太
の
如
く
「
後
鳥
羽
院
御
百
首
」
と
さ
れ
た
り
、
阪
大

本
や
九
大
本
の
如
く
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
に
附
戟
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

も
そ
も
の
『
後
二
条
院
百
首
』
の
詠
出
事
情
に
つ
い
て
は
、
有
吉
・
田
村
両
氏

に
よ
っ
て
、
「
恐
ら
く
は
嘉
元
仙
洞
首
首
題
を
借
り
て
私
的
に
詠
ん
だ
百
首
歌

と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
」
　
（
前
掲
論
文
）
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
私
的
な
百
首
歌
で
あ
れ
ば
、
い
つ
、
何
の
折
で
の
、
誰
の
詠
で
あ

る
の
か
不
明
と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
は
大
き
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
何
の
理

由
も
な
く
、
何
某
の
歌
で
あ
る
と
決
め
つ
け
た
り
は
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。

『
後
二
条
院
百
首
』
が
後
鳥
羽
院
の
百
百
で
あ
る
と
誤
ま
ら
れ
た
理
由
は
何

か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
推
測
の
域
を
出
な
い
の
だ
が
、
先
の
歌
の
類
似
の

よ
う
に
、
後
二
条
院
詠
と
後
鳥
羽
院
詠
の
類
似
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
で

は
あ
る
ま
い
か
。
詳
細
に
検
討
し
て
行
け
ば
、
も
っ
と
両
者
の
類
似
歌
を
捜
し

う
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
目
で
眺
め
る
と
、
『
後
二
条
院
百
百
』
巻

頭
の
歌
、

1
　
春
た
つ
と
お
も
ひ
あ
へ
ぬ
に
の
と
け
き
は
い
つ
る
朝
日
や
空
に
し
る
ら
ん

（
立
春
）

と
、
巻
軸
の
歌
、

9
9
　
天
津
空
は
れ
た
る
あ
さ
に
な
く
た
つ
の
行
す
ゑ
と
を
き
声
も
の
と
け
し

（祝）

と
は
、
後
鳥
羽
院
の
正
治
初
度
百
首
巻
頭
歌
（
御
集
太
）
、

い
つ
し
か
と
か
す
め
る
空
も
の
ど
か
に
て
行
末
遠
し
け
さ
の
初
春

と
、
巻
軸
歌
、

千
早
振
日
よ
し
の
影
も
の
ど
か
に
て
波
お
さ
ま
れ
る
よ
も
の
海
哉

を
想
い
出
さ
せ
る
。
後
鳥
羽
院
の
正
頚
頂
音
の
巻
頭
．
巻
軸
歌
に
つ
い
て

は
、
既
に
対
応
関
係
に
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
後
二
条

院
詠
も
、
「
の
と
け
き
」
　
（
1
）
　
「
の
と
け
し
」
　
（
9
9
）
と
対
応
し
て
い
る
よ

ぅ
で
あ
る
。
ま
た
、
後
二
条
院
の
9
9
歌
が
、
第
四
句
に
「
行
す
ゑ
と
を
き
」
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
後
鳥
羽
院
の
巻
頭
歌
の
第
四
句
「
行
末
達
し
」
と
類
似

し
て
い
る
。
「
の
ど
け
し
」
と
い
う
詞
に
、
両
者
の
帝
王
風
の
詠
み
ぶ
り
が
窺

え
る
と
は
言
え
ま
い
か
。

以
上
、
と
り
あ
え
ず
二
点
の
気
づ
き
を
記
し
て
、
後
二
条
院
の
歌
風
な
ど
細

い
内
容
に
つ
い
て
は
後
日
に
俣
ち
た
い
。

（
昭
和
五
七
年
八
月
稿
）

＜
注
＞
（
1
）
家
集
と
は
、
後
二
条
院
白
斑
の
家
集
『
愚
藻
』
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

家
集
は
、
前
半
部
と
後
半
部
か
ら
成
り
、
前
半
部
（
愚
藻
）
は
一
四
一

首
、
後
半
部
（
百
首
中
）
は
七
五
首
。
後
半
部
の
七
五
首
は
、
後
二
条

院
自
身
の
手
に
よ
っ
て
、
度
々
の
首
首
中
か
ら
合
点
歌
を
書
出
し
た
も

の
で
、
『
後
二
条
院
百
首
』
は
こ
の
後
半
部
所
収
歌
と
三
五
百
重
複
す

る
。
す
な
わ
ち
、
『
後
二
条
院
百
首
』
な
ど
の
百
百
類
か
ら
書
き
出
さ

れ
た
合
点
歌
の
集
成
が
後
半
部
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
後
二
条
院

百
百
』
中
の
三
五
首
に
つ
い
て
は
、
家
集
の
本
文
と
の
比
較
が
可
能
な
わ

け
で
あ
る
。
尚
、
家
集
『
愚
藻
』
は
、
『
列
聖
全
集
　
御
製
集
』
　
『
桂

宮
本
叢
書
　
軍
一
十
巻
』
　
『
私
家
集
大
成
　
第
四
巻
　
巾
快
打
』
に
収

め
ら
れ
て
お
り
、
解
題
も
付
け
ら
れ
て
い
る
。
太
稿
で
は
、
『
私
家
集

大
成
』
に
拠
っ
た
。

（
2
）
寺
島
恒
杜
氏
、
「
正
治
二
年
初
度
首
首
」
考
　
－
　
後
鳥
羽
院
の
百
百
歌
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に
つ
い
て
　
－
　
　
（
『
言
語
と
文
芸
』
8
1
号
）

＜
付
記
＞

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
え
っ
ら
ん
を
お
許
し
下
さ
っ
た

九
州
大
学
附
属
図
書
鉛
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
成
稿
後
は
、
稲
賀
敬
二

先
生
の
加
高
閲
を
仰
い
だ
。
記
し
て
掬
礼
申
し
上
げ
る
。

（
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
）

会
員
近
著
紹
介

現
代
語
訳
　
枕
　
草
　
子
　
稲
賀
敬
二
訳

太
書
は
、
『
枕
草
子
』
の
三
百
あ
ま
り
の
章
段
の
中
か
ら
、
約
三
分
の
一
を

抜
粋
し
、
現
代
語
訳
と
本
文
を
そ
れ
ぞ
れ
上
下
段
に
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

古
典
の
現
代
語
訳
は
、
正
確
を
期
す
る
た
め
に
と
か
く
直
訳
に
陥
り
が
ち
で
、

結
果
と
し
て
、
日
本
語
と
し
て
は
あ
ま
り
熟
さ
な
い
表
現
が
目
に
つ
く
こ
と
も

多
い
。し
か
し
本
吉
で
は
、
凡
例
に
、
「
直
訳
を
避
け
、
現
代
の
文
章
と
し
て
自
然

に
鑑
賞
で
き
る
訳
文
を
日
ざ
し
、
原
文
の
持
ち
味
を
忠
実
に
生
か
す
よ
う
に
努

め
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
き
わ
め
て
よ
く
こ
な
れ
た
、
流
暢
な
訳
文

に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
〓
訳
し
て
、
訳
者
の
苦
心
が
し
の
ば
れ
る
と
と
も
に
、

改
め
て
古
典
の
現
代
語
訳
の
む
ず
か
し
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

高
校
生
か
ら
研
究
者
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
大
い
に
活
用
で
き
る
書
物

で
あ
る
。
（
文
庫
判
、
二
八
八
貢
、
五
〇
〇
円
　
現
代
語
訳
学
位
文
庫
）

ー30－

tosho-seibi-repo
長方形




